
令和4年
4月から

豊橋警察署だより安全運転管理者による運転者の運転前後の

アルコールチェックが『義務化』されました

道路交通法施行規則の一部改正により、安全運転管理者業務の拡充が行われます
4月1日から 10月1日から

運転前後の運転者の状態を目視等で
確認することにより、運転者の酒気
帯びの有無を確認すること

アルコール検知器を
用いて確認を行うこと

酒気帯び有無の内容を記録して、
記録を１年間保存すること

アルコール検知器を
常時有効に保持すること

自動車を使用する事業所は『安全運転管理者の選任』が必須です
選任義務

自動車の使用者は、安全運転
に必要な業務を行わせるため、
規定の台数以上の使用の本拠
ごとに安全運転管理者の選任
が必要です。

安全運転管理者の業務
内閣府令で定める安全運転管理業務
・運転者の状況把握
・運行計画の作成
・交替要員の配置
・異常気象時の安全確保の措置
・点呼等による安全運転の指示
・運転日誌の記録
・運転者に対する指導

乗車定員11人以上の
自動車１台以上

その他の自動車
５台以上
※自動二輪車は0.5台として計算

規定の台数とは

または

13

今回は車の使用環境のひとつシビアコンディション（厳しい使われ方）について説明させていただきます。
次のような条件下では自動車にストレスがたまりやすいと言われています。

・短距離走行の繰り返しがメイン
・低速走行やアイドリング状態が多い
・砂利道などの悪路の走行が多い
・山道・登坂路の走行が多い

意外にも、短距離走行（チョイ乗り）の繰り返しが多いとい
うのも含まれています。

1回の走行距離が短い場合にはエンジンオイルの油温が適温
まで上がり切らないケースが多く、エンジンオイルの劣化が進
みやすくなります。

人は運動不足になると体調を崩しやすくなります。車も動かさな
い事が多いと不調の原因となりますので、あまり距離は乗らないか
ら大丈夫と思わず、1年に1度はエンジンオイルの交換をお勧めい
たします。

車検はもちろん、法定6ヶ月点検・12ヶ月点検もとても重要とな
ります。お車の事ならなんでも、お気軽にご相談ください。
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